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1.1.1.1.    国語科の学習で用いられる教育ソフト（本国語科の学習で用いられる教育ソフト（本国語科の学習で用いられる教育ソフト（本国語科の学習で用いられる教育ソフト（本

稿の主旨）稿の主旨）稿の主旨）稿の主旨）    

現在、パーソナル・コンピュータの教育利用の仕方にお

いて「ティーチングマシンから思考・表現のツールへ」と

いう質的変化が見られるようになった1111といわれる。しか

し、国語科教育においては、学習におけるパーソナル・コ

ンピュータの可能性についての研究はたち後れており2222、

とりわけ本稿のテーマである読むことにおいての研究は

未開拓である。また、従前の国語科の教育ソフトは、学習

内容を記憶することに関しては効果を発揮するが、読みの

技術を獲得したり、思考活動を促したりする効果は低いよ

うに思われる。本稿では、学習者が読みの技術を獲得し、

思考活動を促進することができるようなパーソナル・コン

ピュータの活用について提案する。提案の背景として塚田

泰彦氏によって開発されつつある意味マップ法（Semantic 
Mapping）3333の考え方を応用している。 

2.2.2.2.    「意味マップ」の限界「意味マップ」の限界「意味マップ」の限界「意味マップ」の限界    

上述の塚田氏によって提案された意味マップ法に基づ

く学習方法（以下本稿ではこれを「意味マップ」と表す）

は、意味マップを平面（２次元）で扱おうとするところに

限界があると考えられるので、この章では、意味マップを

平面だけで考えることの限界を示し、その限界は、３次元

的な表現を取ることによって超えることができるという

ことについて述べる。 

2.1.2.1.2.1.2.1.    「意「意「意「意味マップ」の平面性味マップ」の平面性味マップ」の平面性味マップ」の平面性    

「意味マップ」の活用例4444として、ここでは高志小学校の

実践5555で作られた「意味マップ」を図１に示そう。 
図 1 「意味マップ」の例6 

６年生の詩教材『石』7777の学習において作成されたもの

である。この実践は、学習者の「言語認識の変容」という

「学習過程」にアプローチした画期的な実践であり、また、

意味マップの効果を探る研究としては、頸城村立頸城中学

校での実践研究8888とともに、わが国の国語科教育で最初の

ものである。その中で、思考の流れを円滑にするという意

味マップの機能と、作品の理解や解釈を深めることに有効

であるという意味マップの効果を確認したことの意義は

大きい。しかし、意味マップの用い方において限界が認め

られ、以下に述べるような改善の余地があろう。 

例えば、図１の①のマップでは、「雨具」と「長ぐつ」
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のような、上位－下位の概念の関係にあって階層が異なる

べき言葉が、階層の違いを区別されることなく同じ平面に

並べられている。また図１の④のマップでは「かなしい」・

「さみしい」と「アパートで一人暮らし」というようなカ

テゴリーの異なる言葉が、カテゴリーの違いを区別される

ことなく並べられている。意味マップを使うということの

本質的な意味は、言葉を使って情報を整理するということ

であり、連想されたものや思いついたものを、既存の情報

構造と関連づけて、既存の情報構造の中に位置づけるとい

うことである。従って、意味マップの機能を十分に生かす

ためには、情報を関連づけ、情報間の概念やカテゴリーの

違いを表すことが必要である。しかし、実際に平面上でそ

のように表現しようとすると、表現の手順と表現されたマ

ップとが煩雑なものとなり、思考を促すための学習として

は有効な方法でなくなるだろう。この葛藤を解くには、意

味マップを原理的に捉え直すことからはじめることが有

効である。 

2.2.2.2.2.2.2.2.    意味マップの認知科学的背景と意義意味マップの認知科学的背景と意義意味マップの認知科学的背景と意義意味マップの認知科学的背景と意義    

意味マップの理論的背景として認知科学、とりわけスキ

ーマ理論があるということは塚田氏の示すところである9999。

論者は、心内辞書（語彙記憶）・意味ネットワーク・活性

伝播という、認知科学で考えられている言語処理のモデル

に関する概念を用い、心内辞書と意味ネットワークを模倣

したモデルとして意味マップを捉え、活性伝播を模倣した

作業として意味マップ化作業を捉える。心内辞書と意味ネ

ットワークを模倣することの意義は、第１に、心内辞書と

意味ネットワークを検索するという思考活動を自覚化す

ることができるということ、第２に、心内辞書と意味ネッ

トワークの内容に対して、より直接的に働きかけることが

できるということである。また、活性伝播を模倣すること

の意義は、第１に、言語処理過程を自覚化することができ

るということ、第２に、言語処理活動を促進し、言語処理

機能を高めることができるということである。（別の言い

方をすると、読むことのプロセスにアプローチすることが

できるということである。）そして、このような、言葉の

知識及び言葉を理解する活動の二者の自覚と内容の充実

が、言語の教育である国語科の重要な機能の一つであると

考える。 
以上述べたように、認知科学の知見を借りて意味マップ

を原理的に捉え直すと、「意味マップ」の限界とはつまり、

本来は３次元的モデルであるはずの心内辞書や意味ネッ

トワークを、２次元化したことによって生じた限界である

と捉えることができよう。２次元化された「意味マップ」

は、ネットワーク構造を十分に反映しないまま平面に置き

換えたものであり、従って思考のプロセスとは必ずしも対

応しない形でいくつかの要素を並べるに止まったもので

ある。このような２次元化によって生じた限界を、意味マ

ップを３次元で表現することによって超え、思考のプロセ

スを表現することができるマップを工夫しなくてはなら

ない。 

3.3.3.3.    ３次元的意味マップの原理３次元的意味マップの原理３次元的意味マップの原理３次元的意味マップの原理    

3.1.3.1.3.1.3.1.    意味マップ化作業における情報操作と意味マップ化作業における情報操作と意味マップ化作業における情報操作と意味マップ化作業における情報操作と

思考活動思考活動思考活動思考活動    

テクストを読んで意味マップを作成するということは、

ある情報構造を異なる情報構造へと変換するということ

である。ある情報構造をＹ、変換後の情報構造をｙとする

と、あるテクストから意味マップを作成するという活動を、

Ｙ→ｙと表すことができよう。Ｙ→ｙの本質的な意味は、

線条的情報構造からネットワーク的情報構造への変換と

いうことである10101010。このようなＹ・ｙの関係を図示すると

図２のようになろう。 
Ｙ→ｙという変換作業においては、Ｙ ｙという思考が

行われる。Ｙ→ｙという作業が学習活動としての意味を持

つのは、Ｙ ｙという思考活動がなされるからである。Ｙ

図 2 意味マップ化作業と思考活動 
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ｙという思考活動は、本質的には、意味マップを仲介者

としてテクストと読者の知識構造とを往復する思考活動

である11111111ということができる。授業において意味マップを

用いることの意義は、テクストと学習者の知識構造とを往

復する思考活動を、意味マップを仲介させることによって

意図的・効率的に引き起こすことができるという点にある。

学習者は、この往復する思考活動によって、テクストの情

報構造と学習者自身の知識構造とを自覚的に検証するき

っかけを得ることができる。 
情報操作という観点から意味マップ化作業を捉え直す

と、意味マップは広く適用することができる可能性を持つ

ことがわかる。次節では、意味マップを広く適用するため

の原理である「マップシステム」を提案する。 

3.2.3.2.3.2.3.2.    意味マップの適用場面（「マップシステ意味マップの適用場面（「マップシステ意味マップの適用場面（「マップシステ意味マップの適用場面（「マップシステ

ム」のム」のム」のム」の提案）提案）提案）提案）    

意味マップは、学習の目的に応じて幾つかの種類に分け

ることができる。例えば、次のようなマップが考えられよ

う。 
A. テクストの言語表現の意味を構造化するマップ 
B. テクスト中の語句を語彙として構造化するマップ 
C. テクストに対する学習者の感想や評価を構造化す
るマップ 

D. テクストの読みとりを構造化するマップ 
Aを表現のマップ、Bを語彙のマップ、Cをコメントのマ
ップ、Dを読みとりのマップと呼ぼう。これらのマップの
分け方は、学習目的による分け方であると同時に、情報を

変換する際の観点による分け方でもある。つまり、A～D
のマップの違いは、Ｙ→ｙにおけるフィルターの違いによ

るということである。それらA～Dのマップの関係を図３
に表そう。 
例えば、テクストを読むという活動においては、それぞ

れのマップは関わり合いながら異なる役割を持ち、最終的

には学習者の知識構造という大きなネットワークに組み

入れられるであろう。このように、それぞれのマップを読

むことの学習のモジュールとして位置づけることによっ

て、モジュール（module）的システム12121212としての読解モデ

ルを構築することができる。 
モジュールとしてのマップが集まったシステムをマッ

プシステムと呼ぼう。そして、マップシステムを実現する

ものとしてパーソナル・コンピュータがある13131313。 

4.4.4.4.    ハイパー意味マップによる読むことの学ハイパー意味マップによる読むことの学ハイパー意味マップによる読むことの学ハイパー意味マップによる読むことの学

習習習習    

ここではハイパーメディア（hypermedia）14141414の概念を

用いて、読むことの学習に用いるハイパー意味マップの意

義を明確にしよう。 

4.1.4.1.4.1.4.1.    ハイパー意味マップとハイパーメディハイパー意味マップとハイパーメディハイパー意味マップとハイパーメディハイパー意味マップとハイパーメディ

アアアア    

コンピュータによる文書においては、従来の線条的なテ

クスト観のみではなく、ハイパーメディアといわれるよう

な非線条的で３次元的なテクスト観を持つことができる。

そのテクスト観は、マップシステムの実現に有効である。

つまり、述べてきたような情報の３次元的なネットワーク

表現とは、コンピュータを用いて情報をハイパーメディア

表現することである。概念的な意味では、マップシステム

の実現とは、マップのハイパーメディア化であるといえる。

その意味で、コンピュータ化されたマップシステムのこと

を、意味マップを超えた意味マップ、「ハイパー意味マッ

プ」と呼ぼう。しかし、論者は、一般的なハイパーメディ

ア作品と、本研究で提案するハイパー意味マップとは根本

的に異なると考える。なぜなら、一般的なハイパーメディ

ア作品が、情報機器の導入によって変容するであろう国語

能力という文脈において、読むことの学習に画期的な学習

効果をもたらすとか、新生面を開くとは考えられないから

である。一般的なハイパーメディア作品は、時には一般的

図３ マップシステム 
D読みとりのマップ 

B語彙のマップ A表現のマップ 

Cコメントのマップ 
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な学習活動に用いることができる優れた教材であるが、ハ

イパーメディア作品自体が読むことの対象となっており、

読むことのプロセスにアプローチするための教材とはな

らない。ハイパー意味マップを用いる学習では、読むこと

の対象はあくまでも線条的なテクストであり、テクストと

ハイパー意味マップとを往復する学習活動によって、テク

ストの理解を促進することを目的とする。一般的なハイパ

ーメディア作品とハイパー意味マップとは、ハイパーメデ

ィアという同じテクスト観を背景にしてはいるが、開発意

図・視点・国語観・活用法などが全く異なる。特に、ハイ

パー意味マップが読むことの対象としている線条的なテ

クストに対する考え方が違う。ハイパーメディアの登場に

よって、線条的なテクストの重要性が失われるのではなく、

今後より重要性を増すと考える。同様の理由から、知識ベ

ースを利用したCAI（Computer Assisted Instruction）も、
その意義は認めるものの、ハイパー意味マップとは異なる

ものと考えている。ハイパー意味マップは、読みの結果で

はなくプロセスに直接アプローチする方法としてハイパ

ーメディアの考え方を応用している。 
要するに、読むことの学習に用いるマップシステムは、

学習者の読みのプロセスが表現できるものでなくてはな

らない。つまり、学習者が、読むという思考活動において、

対象となるテクストを認知構造化していくプロセスを、コ

ンピュータを用いて具体的に把握できる表現レベルにま

で引き出すのである。このように、認知することを支援し

認知過程を表現する方法としてハイパー意味マップがあ

り、ハイパー意味マップの原理としてのマップシステムが

あるのである。 

4.2.4.2.4.2.4.2.    ハイパー意味マップの実際ハイパー意味マップの実際ハイパー意味マップの実際ハイパー意味マップの実際    

前節では、読むことのプロセスにアプローチする方法と

してのマップシステムの原理を示した。ここでは、マップ

システムを具体化したハイパー意味マップの一例を示そ

う。使用したソフトウェアは、「ワンダーメモ」15151515である。

「ワンダーメモ」の表現方法によれば、情報を３次元的な

ネットワークで表現することができる。先に扱った『石』

を例にして、情報の３次元的な表現を図示すると図４のよ

うになる。 

4.2.1. 『石』のハイパー意味マップ『石』のハイパー意味マップ『石』のハイパー意味マップ『石』のハイパー意味マップ 

この節では、教材『石』の読解のために設計されたハイ

パー意味マップの一例を具体的に示そう。 
まず、ファイルを開くと後掲資料の画面(1)が現れる（以

下（）内に示す番号は後掲資料の番号）。画面は縦横にス

クロールすることができる。画面(1)は、草野心平の「石」

と星野富弘の「百日草」が教材として用意されているとい

うことを表している。以下説明する画面にはフォルダやフ

レームやラベルがある（図５参照）。 
フォルダは、左の灰色の四角（以下ボタン）をクリック

すると、そのフォルダと結びつけられた（リンクされた）

別の画面へ移動することができ、文字の部分をクリックす

ると別の文字を記入することができるようになる。画面(1)
のフォルダ「草野心平『石』」のボタンをクリックすると、

画面(2)が現れる。画面(2)を〔『石』の学習マップ〕と名
付けよう。『石』を教材として行われる学習活動を、学習

者が一望するためのマップである。 
画面(2)のフォルダ「作業ノート」は、学習者の自学の場

である。作業ノートのボタンをクリックすると、画面(3)-3
が現れる。これは、ある程度学習が進んだ段階であり、学

習者によって書き込みがされている。ここで考えをまとめ、

まとまった内容を該当マップにコピーする。コピーはリン

ク情報を含んでなされる。 
教師が用意するのは、フォルダとフレームである。それ

図 ４ 情報の３次元的表現 
    

図 ５ フォルダ・フレーム・ラベル 
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を元に学習者は自分の意見と友達の意見とを分けて書き

込み、最終的に一つのマップを作っていく。 
次に、画面(2)のフォルダ「語彙マップ」のボタンをクリ

ックすると画面(3)-2が現れる。そして、フォルダ「雨に」
のボタンをクリックすると画面(4)が現れる。ここでは、
「雨に降られる」と「雨に泣く」との違いについて考える

という機能語に関する学習活動もなされる。テクスト情報

を「形式」と「内容」とに分けて論じた塚田氏の分け方16161616

に従って述べると、ハイパー意味マップのネットワークに

おいては「形式」も「内容」も含めた表現が可能であり、

「形式」と「内容」とがリンクされた学習活動が可能なの

である。画面(4)のフォルダ「雨」のボタンをクリックする
と画面(5)が現れる。ここにはフォルダがないので、ネット
ワークの末端である。しかし、既存の情報とリンクさせれ

ば、ネットワークに末端を設けないこともできる。 
画面(2)のフォルダ「テクストマップ」のボタンをクリッ

クすると画面(3)-1が現れる。これは作品『石』の読解のた
めのマップである。ここに例示した設計によれば、「トピ

ック」を石とし、「どこに」・「『いる』と『ある』」・

「どんな様子で」・「主観的表現と客観的表現」の四つの

「カテゴリー」から作品の解釈を行うことができる。必要

に応じてテクストマップの下位フォルダを他のマップと

リンクする。 
ここで紹介した画面同士のつながりを図示すると、図６

のようになろう。 

5.5.5.5.    総括総括総括総括    

ハイパー意味マップは、第１に、パーソナル・コンピュ

ータとマップシステムによって授業を組織化する方略で

ある。つまり、授業におけるすべての活動を、目標に照ら

した上で構造化した授業構想を可能にし、同時にその授業

構想を客観的に表現する方法である。そして、そのことに

よって、授業や、授業の中での学習活動及び学習効果を構

造的・分析的に捉えやすくする。第２に、思考活動に、よ

り直接的に働きかける方法である。第３に、思考活動を、

構造的・分析的に捉えることを可能にする方法である。第

４に、コンピュータを用いることで初めて可能になった学

習方法であり、コンピュータを思考と表現と創造とを支援

する道具として用いた方法である。従来の国語科の CAI
は、学習とコンピュータとを短絡的に結びつけたために、

授業方法や学習活動や学習者の思考を狭めるような結果

をもたらした。加えて、CAIは学習者の思考活動に対して
あまり自覚的ではなかった。このようなCAIの背景には、
コンピュータをティーチングマシンと捉えるコンピュー

タ観と、知識を得ることを目的とする学習観があるといえ

よう。それに対して、ハイパー意味マップの背景には、コ

ンピュータを思考と表現と創造のツールとして捉えるコ

ンピュータ観と、思考することを目的とする学習観とがあ

る。このようなハイパー意味マップの考え方は、従来の

CAI のコンピュータや学習活動に対する考え方の限界を
超えるものと考える。 
また、以上のようなハイパー意味マップの特徴は、教師

の取り組み意識の変換を要請する。ハイパー意味マップの

原理であるマップシステムは、対象の構造分析を前提とし

ているため、どのような観点を持って、どのような情報構

造を対象に見いだし、それをどのように学習活動に結びつ

けるのかが問われる。従って、今後、国語科においては学

習素材の構造的把握がより必要となろう。 

                                                             
1111 水越敏行『情報化と学校教育』（ぎょうせい,194/9,p.13） 
2222 わずかに、芳野菊子氏を中心とする『作文CAI研究会』
による、作文 CAI 研究会編『おしゃべり気分で作文が
書ける作文基礎学習用 CAI』（福武書店,1992/10/1）な
ど作文教育での成果がある。 

3333  「意味マップ法」については、塚田靖彦「読みの事前
指導における『意味マップ』の活用について」（『国語

科教育』第３６集,1989,p.75の注１）また、「意味マッ
プ」の詳細については、塚田靖彦「読むことにおける語

図 ６ 「石」のハイパー意味マップの概念図 
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彙の問題について――意味マップの作り方を中心に―

―」（『上越教育大学国語研究』第３号,1989/2,pp.1－
13）を参照願いたい。 

4444  この実践では、塚田氏が研究紹介した「意味マップ
法」に独自の解釈を加え、詩の理解活動を補助する手段

として、特に経験から連想される語の意味・イメージの

整理拡充のためにマップを活用している。（『国語科教

育実践場面の研究Ⅲ──子どもの言語認識の変容を促

す国語科指導方法の研究──』上越教育大学言語系教育

研究系国語コース,1990/3,p.12） 
5555  『国語科教育実践場面の研究Ⅲ』,pp.16－7 
6666  四角内は教師が予め用意し、他は児童が記入。 
7777   国語六下』（光村図書,1989,p.112） 
8888  『国語科教育実践場面の研究Ⅲ──子どもの言語認識
の変容を促す国語指導法の研究──』pp.118－217 

9999  同上,pp.3－5 
10101010 線条的テクストのネットワーク的な情報構造への変

換については、拙論「コンピュータを利用した『走れメ

ロス』の授業」（島根大学国語科教育研究室刊『国語教

育論叢』第５号,1995/9,pp.36－38）を参照していただけ
れば幸いである。 

11111111 塚田泰彦「読みの事前指導における意味マップの活用

法について」（注４の文献）,p.79 
12121212 より単純で独立的な部分から構成されるシステム。 
13131313  コンピュータの利点については、前掲拙論を参照して
いただければ幸いである。 

14141414 文字やグラフィックスなどを、特定のキーワードなど

で有機的に結び合わせた文書。本稿ではハイパーテキス

トを含んでハイパーメディアという。 
15151515 「ワンダーメモ」（株式会社シーガル,1994/12） 
16161616  「読みの事前指導における意味マップの活用につい
て」（前掲文献 p.75） 
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